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研究成果の概要（和文）：陸棲捕食性ヒル類の，東アジアに分布するクガビル科と東南アジアに分布するイツウ
コウビル科について，その種多様性・分類学的地位・進化史を解明するべく系統分類学的研究を行った．クガビ
ル科については，日本各地より新たに採集した標本に基づいて7種を新種として記載すると共に，体環様式・性
成熟サイズなどの形質状態の進化を明らかにした．加えて，クガビル類に見られる「胃通管」と呼ばれる器官
が，交接時に精包を受け取る機能を有することを明らかにした．イツウコウビル科については，既知種のタイプ
標本の再検討と新たに得られた標本の検討によって，科の分類学的地位について新たな知見を得ることが出来
た．

研究成果の概要（英文）：The terrestrial macrophagous orobdellid leeches, and gastrostomobdellid 
species have been known from East Asia, and Southeast Asia, respectively. Based on the newly 
collected Orobdella specimens from Japan, 7 nominal taxa have been described as new species under 
the genus. The phylogenetic analyses based on the 18 known Orobdella species revealed that character
 states of each of the mid-body somite annulation and body size of mature leeches have evolved in 
parallel within this group. Additionally, it was unveiled that the Orobdella gastroporal duct is an 
accessory copulatory organ that receives a spermatophore during copulation. The species diversity of
 the gastrostomobdellid leeches remains unclear. But the type specimens of the known Southeast Asian
 predatory species and newly collected specimens from Thailand and Borneo highlighted that the 
systematic status of the family Gastrostomobdellidae should be revisited.

研究分野：動物系統分類学

キーワード： 東アジア　東南アジア　ヒル類　新種　再検討　胃通管
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１．研究開始当初の背景 
（1）捕食性ヒル類であるクガビル科（= クガ
ビル属）とイツウコウビル科（= イツウコウ
ビル属）は東・東南アジア地域のヒル類相を
特徴付ける分類群である．どちらも陸棲でな
おかつ陸棲貧毛類を専食する分類群であると
考えられ，東アジアにはクガビル科が，東南
アジア（北限はマレー半島）にはイツウコウ
ビル科が分布している．しかしならが，ヒル
類としては生息環境が特殊で，なおかつ概し
て個体群密度が低いため，標本収集が十分に
なされてこなかったため，その真の種多様性
と系統関係や形態形質の進化史は長らく不明
であった． 
 
（2）また，これら二つの科は，「胃通管」とい
う特殊な器官によって特徴付けられる（下図）．
クガビル科の胃通管とイツウコウビル科の胃
通管の形質状態は異なっているが，いずれに
せよどちらの胃通管も，腹面に開口し，胃に
通じる管状構造であることは共通している．
しかしながらこの胃通管の機能は発見されて
以降長らく不明であり，捕食性ヒル類の進化
史を考察する上でも，その機能の特定が待た
れていた． 

 
（3）研究代表者のこれまでの研究により，特
にクガビル科の偽隠蔽的な種多様性が明らか
になってきた．それまで 4 種しか知られてい
なかったクガビル科の種数は 11 種まで増え
た．更に 1 体節あたりの体環様式（4・6・8）
について，6 体環がクガビル科内において平
行的に獲得されたこと，そして退化的な胃通
管を有する種の存在が明らかになった．また，
性成熟サイズにも違いが見られた．多くの種
が体長 10 cm 程度（中型）でありながら，8体
環種（ヤツワクガビル Orobdella octonaria）の
体長は 20 cm（大型種）に達することが知られ
ていたが，更に 4 体環種の内の 1 種（コイケ
クガビル O. koikei）は，その体長が 5 cm に満
たなくても性成熟していること（小型）が判
明した． 
 
２．研究の目的 
以上の研究背景より，本研究課題では以下 3
点をその目的として設定した． 
 
（1）クガビル科の真の種多様性を明らかにす
ると共に，主要な形態形質の獲得，進化を明
らかにする． 
 
（2）クガビル科あるいはイツウコウビル科が
有する胃通管の機能を明らかにする． 
 
（3）イツウコウビル科については既知分類群

の再検討を行うと共に，インドシナ地域にお
ける分布の有無を明らかにする． 
 
３．研究の方法 
本研究課題では，形態観察と分子系統解析（核
DNA：18S rRNA，28S rRNA，histone H3；ミ
トコンドリア：COI，12S rRNA と近傍領域，
ND1）という通常の系統分類学的手法を用い
て研究を進めた． 
 
（1）クガビル科の研究においては，日本国内
（特に東北・甲信越・中国・四国地方）と台湾
における採集調査を実施した．それにより新
たに得られた標本と研究代表者がこれまでの
採集調査で集めた標本に基づき研究を行った． 
 
（2）胃通管の機能解明においては，（1）より
得られた標本の中で，機能解明の手かがりと
なる標本を見つけ次第，透過型電子顕微鏡を
はじめとした構造観察を行った． 
 
（3）イツウコウビル科については，東南アジ
アより記載された捕食性ヒル類の名義種のタ
イプ標本を再検討した．標本はロンドン自然
史博物館・フンボルト博物館・ライデンナチ
ュラリス生物多様性センターにそれぞれ収蔵
されており，それら標本を貸出，解剖するこ
とで，分類学的位置の再評価を行った． 
	 加えてインドシナ半島（ベトナムとタイ）
の山岳地域においてイツウコウビル科ヒル類
を対象とした採集調査を実施した． 
 
４．研究成果 
（1）クガビル科の種多様性と進化史 
① 日本国内における採集調査によって，東北
地方より 4 種，甲信越地方より 1 種，中国地
方より 1 種，そして四国地方より 6 種の未記
載種標本を新たに採集することが出来た． 
② 甲信越地方より得られた未記載種は 4 体
環の小型種であった．これは小型種としては
2 番目の発見で，他の形質状態についても明
確に区別することが可能であったため，クロ
イワクガビル O. masaakikuroiwai として新種
記載した 
	 また分子系統解析において，クロイワクガ
ビルは本州に分布する 4 体環中型種（ヨツワ
クガビル O. whitmani）と姉妹群となることが
明らかになり，クガビル科において「小型」と
いう形質状態が平行的に獲得されたことを明
らかにした〈以上，発表済み雑誌論文 9〉． 
③ 中国地方より得られた未記載種も 4 体環
の小型種であった．したがって，この未記載
種の発見でクガビル科における小型種は 3 種
となった．他形質状態についても他種とは明
瞭に区別できるため，コマイクガビル O. na-
raharaetmagarumとして新種記載した． 
	 分子系統解析の結果，コマイクガビルは九
州に分布する 4 体環中型種（ミゾカケヨツワ
クガビル O. esulcata）と姉妹群となることが
明らかになり，クガビル科における小型化は



少なくとも 3 回生じていることが判明した
〈雑誌論文 6〉． 
④ 四国ならびに周辺島嶼より得られた 6 未
記載種の内 5 未記載種について新種として分
類学的位置を確定させ，記載論文を発表した
（下図）．5種の内 2種（イチノモリクガビル
O. brachyepididymis・サラガミネクガビル O. 
kanaekoikeae）は 4体環小型種，2種（オカノ
クガビル O. okanoi・ヤマネクガビル O. yama-
neae）は 6体環中型種，そして残りの 1種（ナ
カハマクガビル O. nakahamai）は 8 体環大型
種であった．ナカハマクガビルは 8 体環大型
種としては 2例目となる発見であった． 

	 分子系統解析の結果，イチノモリクガビル
とサラガミネクガビルは同様に 4 体環小型種
であるコマイクガビルと近縁であることが判
明し，4 体環小型の共通祖先から種分化が起
こった事が判明した．加えて，オカノクガビ
ルとヤマネクガビルとは既知の 6 体環種系統
群には属さないことと，ナカハマクガビルも
ヤツワクガビルとは姉妹群とならず，オカノ
クガビル・ヤマネクガビルと近縁であること
が明らかになった〈雑誌論文 1, 5〉． 
	 以上の結果よりクガビル科の既知種数は 18
種となり，本研究課題により新たに計 7 新種
を記載することが出来た．更に分子系統解析
の結果から，以下の通り，本科における形態

形質状態の進化を推定することが出来た（左
段最下図）． 
・祖先形質状態は 4体環・中型． 
・小型化は少なくとも 3回平行的に生じた． 
・6体環も少なくとも 3回平行的に獲得． 
・8体環は少なくとも 2回平行的に獲得． 
・大型化と 8体環はセットで生じた． 
・ただし 8 体環種は常に 6 体環種の系統と共
に生じる． 

 
（2）クガビル科に見られる胃通管の機能 
	 サラガミネクガビルの標本採集中に，交尾
中の個体を採集することが出来た．その後通
常の手法で標本にし，形態を観察していたと
ころ，胃通管に白色のカプセル状構造物が充
填されていることを確認した．このカプセル
状構造物の正体を特定するために透過型電子
顕微鏡で内容物の観察を行った．するとカプ
セル内にはヒル類の精子が見られたため，カ
プセル状構造物はクガビル類の精包であるこ
とが判明した．これはクガビル類の精包の初
報告であると共に，クガビル類の胃通管が精
包の受容器官であることを明らかにした（下
図）〈雑誌論文 1〉． 

 
（3）イツウコウビル科の再検討 
①  東南アジアより過去に記載された 4 種
（Mimobdella buettikoferi・M. thienemanni・Scap-
tobdella horsti・S. sumatrensis）のタイプ標本を
調査したところ，これら 4 種は全てクガビル
科・イツウコウビル科に見られる咽頭の形質
状態を有しており，これまでの分類学的位置
が誤りであることが判明した． 
② タイの採集調査によって，陸棲捕食性ヒル
類が得られた．加えて，ボルネオ島より得ら
れた陸棲捕食性ヒル類を調査する機会を得た．
それら標本の形態観察ならびに分子系統解析
を行ったところ，これら 2 地域の捕食性ヒル
類は過去に記載された上記 4 種と形態的に類
似しており，なおかつ，イツウコウビル科既
知種と姉妹群となることが明らかになった．
以上の結果より，東南アジアより過去に報告
された捕食性ヒル類は全てイツウコウビル科
に帰属させるのが適当であるとの結論を得た．
またイツウコウビル科の分布域はマレー半島
以南の地域に限らず，イツウコウビル類はイ
ンドシナにも生息することが明らかになり，
今後インベントリー調査を行う上で重要な知
見が得られた． 
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